
 

 

 

平成２５年１２月１６日 

住友生命保険相互会社 

 

ヘルスケア関連ファンドへの投資について 

 

住友生命保険相互会社（代表取締役社長 佐藤義雄）は、グループ会社である資産運用会社、三

井住友アセットマネジメント株式会社1（代表取締役社長兼ＣＥＯ 前田良治、以下「ＳＭＡＭ」）

が設定するヘルスケア日本株ファンドに投資することを決定しました。 

 少子高齢化の進む日本では、医療や介護などを含む「ヘルスケア」市場の拡大が予想されてい

ます。また世界最高水準にあるわが国の医療関連技術やシステムを世界に展開しようという取り

組みも進むなど、医療・介護分野はアベノミクスの成長戦略において重点戦略と位置付けられて

います。 

 生命保険事業とも親和性の高いこの医療・介護分野において、今後の成長が見込まれる国内上

場企業を対象に、ＳＭＡＭのリサーチ力を活かして投資を行うファンドを設定し、当社がこれに

投資します。国内の医療・介護分野への投資に特化した投資信託の設定は、国内金融機関として

は数少ない取組みとなります。 

 本投資を通じて、医療・介護分野の発展に寄与すると同時に、当社の収益力の強化を図り、長

期的な契約者利益の向上に資するものと考えております。 

 今後も、生命保険事業との親和性の高い分野を中心に、国内経済の持続的な成長や社会的ニー

ズの解決に寄与できるよう、取り組んでいきます。 

 

                                                   
1三井住友アセットマネジメント株式会社は、平成１４年１２月１日に、三井生命保険株式会社、三井住友海上火災保険株式会社、株

式会社三井住友銀行、住友生命保険相互会社の、三井・住友金融４社の傘下資産運用会社が合併して設立。 



＜ＳＭＡＭが設定するファンドの概要＞ 

名称 ＳＭＡＭ・ヘルスケア日本株ファンド＜適格機関投資家限定＞ 

運用開始予定日 ２０１３年１２月 

投資金額 当初３０億円 

投資コンセプト 

国内の医療・介護分野のうち、健康寿命延伸産業の育成、予防・健康管理の

推進、医療・介護情報の電子化、先進医療の大幅拡大、医薬品・医療機器・

介護器具・再生医療研究の加速、医療・介護サービスの高度化、医療の国際

展開、生活支援、など、国家の成長戦略において事業の拡大が見込まれる国

内上場企業の株式への投資を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


